
『さわやかな笑顔と思いやりの心で、安心、安全な満足される医療をめざします』
そのために、患者さんは言うまでもなく全職員ひとり一人を大切にします。

vol.76
2 0 2 0  S p r i n gよ う き け ん

長崎川棚医療センター広報誌

診療看護師（JNP）着任のご挨拶

●ようきけんとは「病む人の病のみならず心をも癒すことの出来るところ」という意味です。
076 診療看護師（JNP）着任のご挨拶

当院より大学院へ２年間いかせていただき、４月より診療看護師（JNP）として勤務してい

ます。大学院で学んだことを、臨床で実践しながら発展させています。

JNPという職種はまだ認知度が低いですが、医師には伝えにくいことや、患者さんが抱える

生活での問題や悩みなどを、医学的に多職種で解決するための橋渡し役となります。

当院は、県央地区の中核病院であり、高度急性期病院と連携しながら回復期病院の役割

を担っています。今後は他院のJNPとも連携し、当院へ貢献していきたいと思っております。

地域の皆様に安心安全な医療が提供できるように、日々 努力をしてまいりたいと思います

ので、どうぞよろしくお願いします。　　　　　　　　　（診療看護師　濱野 智恵子）
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編集後記
主任保育士   小林 聰子

『目には青葉　山ほととぎす　初鰹』（山口素堂）
5月というと、何となくこの句が浮かびます。新緑や青空、花
の色。鳥の囀りも耳に心地よい…。そんな季節のはずですが、
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、散歩にも行けない
日々です。実は今年、私たち保育士は全国規模での総会・学
習会を福岡で開催する予定でした。全国の国立病院機構の
保育士が集まり、講演を聞き情報交換をする場となるはず

でしたが、残念ながら１年の延期を余儀なくされました。
東京オリンピックも延期となり、いまだかつてない事態に日
本も世界も右往左往している感があります。私たちもネット
などの流言蜚語に惑わされないよう、注意深く、しかし普通
の暮らしを送っていきたいものです。
しばらくは面会等ご不便をおかけします。ご協力お願いいた
します。

●「養氣軒」はホームページでもお読みいただけます→http(s)://nkmc.hosp.go.jp

T o p i c s   【トピックス】

医事（企画課） 部署紹介

　医事（企画課）では１１名の職員が従事しております。
窓口においては外来受診・入院の受付から医療費の計
算・会計、診断書等各種書類の受付・交付その他様々な
業務を遂行しております。
　また、病院に来院された方 と々最初にお会いする部署で
もありますので、良い雰囲気でお迎えできるよう、懇切丁
寧な対応を心掛けております。

　医療費の支払いや制度に関すること、その他ご相談・ご
質問にも対応しておりますので、お困りの際はお気軽にお
声かけください。

T o p i c s   【トピックス】

診療科紹介（消化器内科）

　消化器は食べ物の通り道となる食道、胃、腸と、それらに
つながり栄養分を吸収するために働く肝臓、胆のう、膵臓
などの総称です。消化器内科は消化器疾患（消化管及び
肝胆膵疾患）を検査し、内科的に治療する診療科です。
 消化管検査は上部消化管内視鏡（胃内視鏡）検査及び大
腸内視鏡検査を行っています。胃内視鏡検査は年間約500
例、大腸内視鏡検査も年間約500例施行しています。
　消化管疾患の治療としては、食道・胃及び大腸の内視鏡
的ポリープ切除術、内視鏡的粘膜切除術などがあります。
　肝胆膵疾患の検査としては、腹部超音波検査、腹部CT

副院長 植木 俊仁

専門職 国広 直之

検査、腹部MRI
検査などに加えて
エコー下肝生検、
逆行性膵胆管造
影検査なども行っ
ています。
　肝胆膵疾患の治療では、ウイルス性肝炎に対する内服治
療や総胆管結石に対する内視鏡的結石除去術や閉塞性黄
疸に対する内視鏡的ドレナージ術、ステント留置術なども
行っています。
　安心・安全な診療を日々心がけて、消化器疾患の検査及
び治療を行ってまいります。

　2011年3月11日午後2時46分、最大震度７の強い揺れが
東北・関東地方を中心に甚大な被害を起こしました。９年
後の同じ日に、当院でも、８病棟（神経筋難病病棟）の患
者さんを対象とした避難訓練を実施しました。
　想定内容は、集中豪雨で川棚川の氾濫によって８病棟
が浸水被害し、患者さんを新棟に速やかに避難するとい
う想定でした。８病棟は、人工呼吸器を装着している患者
さんが多く入院しているため、今回の訓練では、避難の手
順、避難経路、一般病棟での受け入れ手順の確認を行い
ました。職員が模擬患者となりベッドに臥床し、職員４人で
１台のベッドを搬送しました。医師、看護師、コメディカル

等35名が参加し、初めての訓練でしたが、多くの課題が見
えてきました。
　防災には日頃の備えが必要です。今後も、患者さんに安
全な入院生活を提供できるように日頃から防災意識を高
め、取り組んでいきたいと思います。　

T o p i c s   【トピックス】

８病棟 災害訓練
看護師長 酒井 真澄


